
『俳句三昧の日々』（秦 孝浩）

三浦海岸の傍に転居して満１１年が過ぎ、新たな句友がふえつ

つあります。

初心者からベテランにいたるまで独自の指導法を駆使した結

果、毎週日曜日の神奈川俳壇（神奈川新聞）に入選するレベル

の教え子を 5～6 人ほど抱えています。

「言葉遊び」のようなものですが、「ボケ防止になる」「日本

語や日本文化の真髄に触れた」「学生時代を思い出す」など反

響が広がってゆくのは実に愉快です。

毎月１回、私が主宰している句会は次のとおりです。興味のあるかたは見学がてらお

運びください。お待ちしています。各会とも規模は１０人程度です。

①三浦市内（一行詩の会：三浦市勤労福祉会館）、とうがらし俳句会：初声市民セン

タ―）

②横須賀市内（城山俳句同好会：久里浜コミュニティセンター）、大津俳句クラブ：

大津コミュニティセンター）、マホロバ俳句会：汐入の本町コミュニティセンタ―）

俳人協会会員・俳句結社「河」同人 秦 孝浩

＝＝＝＝＝＝＝＝

以下は、今年 1 月に地元三浦市のタウンニュースに「俳句づくりのコツ指南」生徒募

集案内 として掲載されたものをシニアクラブ事務局が見つけて記載。秦さんの活動

の一端を垣間見てください。


